
産業界における情報分野の現状と
大学・高校教育について



⇒定期的に「社会人アンケート」 ～振り返り・現状

・2008 理系人材の魅力
・2010 社会人基礎力はどこでどう育つか
・2011 大学の学科規模は適正か

→職業人アンケート
・2014 大学の学問・研究分野規模は適正か

→社会人アンケート
<付・高校の大学の学科選びは適正か 500人(高校教員)>

2

実社会＝産業界と大学(等教育機関)の（人材需給な
どの）関係はどうなっているか

42000人 〜45才
うち技術者8000人

15000人 〜40才

5000人

5000人

※経産省事業
として実施



※左の目盛＝大学卒数に占める各回答者数の割合（％）
右の目盛＝大学定員数（2012年）（人） 大学として対応分野があるものについて、示し
た。
※1999-2008年に学校を卒業した人に対し、「卒業後3-5年目の業務」との関係で何
学科を出ておくべきだったか聞いた（3つまで）。大学院、大学、短大、高専、専門学
校、高校卒業生全体15552人調査。出身学科以外の項目は複数回答可。

「仕事で求められる学科」と「出身学科・学科定員」との
ミスマッチ
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出身学科 4.5% 4.8% 3.0% 1.5% 3.3% 2.6% 0.1% 10.1% 1.6% 0.3% 15.8% 11.4% 0.7% 0.6% 0.2% 0.4% 0.1% - 1.3% 0.6% 0.2% 0.4% 1.9% 1.6% 1.9% 5.0% 7.4% 0.7% 2.1% 1.4% 2.8% 1.9% 2.4% 0.1% 1.2% 1.5% 0.3% 0.4% 0.9% 1.1% 0.5% 0.7% 0.1%
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きだった
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転職前に
学んだ
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学
科

（
専
門
分
野

）

文・人文 社会科学 家政・生活 芸術・スポーツ 理学
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卒業後、3年目から5年目で最も長く関わった仕事において、卒業すべきだった学科＝仕事で求められる学科

出身学科

転職のために事前に学んだ知識・スキル
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2011年 15000人の職業人アンケートより

（大卒3～5年目の仕事で）

文・人文 社会 工生活・芸術 理 医療・福祉
バイオ・
環境



職業人に聞いた「3-5年目の仕事で求められる学科と出身学科の
比較」（最終学歴別の回答率）

2011年度経済産業省「産業構造変化と産業人材の育成の
あり方について」における職業人15000人の調査

学科名 出身学科（Ａ）
卒業すべき
だった学科
（Ｂ）

Ｂ－Ａ 出身学科（Ａ）
卒業すべき
だった学科
（Ｂ）

Ｂ－Ａ 出身学科（Ａ）
卒業すべき
だった学科
（Ｂ）

Ｂ－Ａ

1 語学系 4.5% 16.2% 11.7% 1.9% 10.4% 8.4% 3.1% 13.1% 10.0%

2 心理・教育系 4.8% 14.8% 10.0% 0.2% 11.8% 11.6% 0.8% 11.3% 10.5%

3 法・政治系 11.7% 21.2% 9.5% 1.0% 7.5% 6.5% 0.7% 7.9% 7.2%

4 経済学系 15.8% 16.3% 0.5% 1.0% 8.2% 7.2% 0.3% 7.8% 7.5%

5 経営・商学系 11.4% 19.3% 7.9% 0.7% 7.7% 7.0% 1.2% 9.0% 7.8%

6 会計・簿記系 0.7% 15.9% 15.2% 3.6% 8.2% 4.6% 6.0% 11.8% 5.7%

7 数学系 1.9% 7.7% 5.8% 1.4% 10.8% 9.4% 0.8% 5.8% 5.0%
8 機械系 5.0% 9.4% 4.4% 16.6% 22.9% 6.3% 3.7% 7.3% 3.5%

9 電気・電子系 7.4% 13.1% 5.8% 21.0% 23.9% 2.9% 7.0% 10.7% 3.6%

10 材料・物質系 2.8% 9.2% 6.4% 3.4% 14.0% 10.6% 0.0% 4.5% 4.5%

11 建築・土木系 4.7% 9.1% 4.4% 8.7% 13.5% 4.8% 5.5% 8.7% 3.1%

12 情報系 2.4% 18.2% 15.8% 7.5% 25.8% 18.3% 19.2% 22.7% 3.5%
13 農学・バイオ系 2.9% 7.3% 4.4% 0.0% 5.5% 5.5% 1.3% 5.0% 3.7%
14 医学・医療系 3.2% 14.9% 11.7% 10.4% 24.8% 14.5% 14.4% 28.4% 13.9%

大卒 高専卒 専門学校卒
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2014年 42000人の社会人アンケートより

企業の仕事で関係する専門分野と大学の研究者数との比較

機械・電気・材料 バイオ（生物）・医療情
報

数・物文・社環
境

土木・建築
デザイン
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2014年 42000人の社会人アンケートより

企業の仕事で関係する専門分野と大学の研究者数・出身専門分
野との比較
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仕事で関係する学問分野と出身研究室の学問分野＜技術者＞
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大学時代の研究室の学問分野
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人

2014年 42000人の社会人アンケートより

機械・電気・材料 バイオ（生物）・医療情報 数・物文・社環境
土木・建築
デザイン

工 理・農・医・薬文



8

現在の仕事で必要であり、
大学で学ぶべきである分野

＜情報系業種＞仕事で関係する学問分野と出身研究室の学問分野

2014年 42000人の社会人アンケートより
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等
）

情報／IT-ハード・ソフト・アプ
リ基盤系

情報／IT-ネットワーク・データベース・

セキュリティ等基盤系 情報／IT-インターフェース系
情報／IT-数理・計算

系
情報／IT-原理

系
情報活用系(SNS、アー
カイブ、学習・教育)
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14.0%
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800
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1,400
この学問分野を仕事で使っている人

内、大学で学んでおくべきだったと思う人の数

大学時代の研究室の学問分野（出身）

人

データベース、
ネットワーク

OS、ミドル
ウェア、
アプリ

人工知能

画像処理



若手社員に対する
「企業内理工系基礎教育」調査対象会社

電機系（日立、三菱電機、東芝）
機械系（トヨタ自動車、三菱重工、コマツ）
建設系（鹿島建設）
情報系（富士通、NEC）
化学・材料系（JX、三菱ケミカル、住友化学、東レ）

教育時間：電機 30時間程度 機械 7～15日間

建設 7～15日間 情報 20日間程度

化学・材料 3時間～1日
情報（IT）に関しては関係するすべての会社で実施。独自にカリ
キュラムを工夫しており、最新の情報を、一から教え、さらに、その活
用に必要になる行動様式・スキルまで、教育している。

9
～理工系人材育成に関する産学官円卓会議での産業
競争力懇談会、須藤亮氏（東芝常任顧問）の報告より

文部科学省・経済産業省「理工系人材育成に関する産学官円卓会議」より



職種別 仕事で求められる学科(大卒以上・就職3～5年目の仕事として)

ｎ数

語
学
系

、
外
国
語
学
系

法
律
学
系

政
策
学
・
国
際
教
養
・
環
境
情
報

系 経
済
学
系

経
営
・
商
学
・
経
営
情
報
学
系

会
計
・
簿
記

、
経
理

、
会
計
士

、

税
理
士

機
械
系

、
自
動
車
系

電
気
・
電
子
系

建
築
系

土
木
工
学
系

情
報
工
学
・
情
報
処
理

、
イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

コ
ン
テ
ン
ツ
・
W
e
b
デ
ザ
イ
ン

、
マ

ル
チ
メ
デ

ィ
ア

、
ゲ
ー

ム

バ
イ
オ
系

(

応
用
生
命

、
農
芸
化
学

等

)

、
生
物
工
学
系

、
生
物
学

バ
イ
オ
系
以
外
の
農
学

、
園
芸
・
作

物
・
森
林

、
農
業
経
済

、
農
業
土
木

医
学
・
歯
学
系

薬
学
系

保
健
・
看
護
学
・
医
療
技
術
系

、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン

福
祉
系

、
介
護
系

合計 6382 16.2% 15.5% 4.5% 16.3% 19.3% 15.9% 9.4% 13.1% 5.5% 3.6% 18.2% 5.9% 3.4% 2.4% 4.5% 4.1% 2.5% 2.7%
企画(事業・商品開発・調査系)／
調査／マーケティング 124 25.0% 22.6% 8.1% 30.6% 31.5% 16.9% 5.6% 7.3% 3.2% 2.4% 19.4% 8.9% 0.8% 1.6% 4.0% 3.2% 0.8% 0.0%

営業／営業企画 1249 19.7% 19.1% 7.2% 25.9% 30.7% 21.0% 5.5% 7.5% 4.7% 2.1% 13.4% 4.5% 3.2% 2.4% 3.6% 3.8% 1.4% 1.8%

広報／宣伝／IR 38 21.1% 23.7% 2.6% 21.1% 21.1% 5.3% 2.6% 2.6% 5.3% 2.6% 21.1% 13.2% 0.0% 0.0% 2.6% 2.6% 0.0% 0.0%

サービス(対人等)／接客 184 22.3% 12.5% 4.3% 11.4% 17.9% 11.4% 3.8% 4.9% 2.2% 2.7% 11.4% 3.8% 2.2% 1.6% 2.7% 2.2% 4.3% 4.3%
法務担当・法務従事者(知的財
産・弁理士・司法書士・弁護士・検
事など) 47 17.0% 74.5% 8.5% 19.1% 10.6% 23.4% 10.6% 10.6% 6.4% 4.3% 21.3% 8.5% 6.4% 4.3% 12.8% 8.5% 4.3% 4.3%

応用研究／先行開発 155 10.3% 2.6% 1.9% 7.1% 5.2% 2.6% 25.2% 38.7% 5.8% 5.2% 15.5% 3.2% 9.7% 3.2% 2.6% 3.9% 0.6% 0.6%

設計 392 7.9% 3.3% 1.3% 4.6% 4.3% 2.8% 34.7% 43.6% 24.7% 11.7% 16.8% 2.8% 3.8% 3.1% 1.8% 1.5% 1.0% 0.8%

生産技術／品質管理／検査 228 9.6% 4.8% 2.2% 4.8% 7.0% 5.7% 36.8% 39.9% 5.7% 3.9% 19.3% 3.9% 8.3% 3.9% 6.6% 9.2% 2.2% 3.5%

施工管理・生産管理 158 7.6% 7.0% 1.3% 10.1% 7.6% 6.3% 13.3% 17.7% 31.0% 26.6% 15.2% 1.3% 2.5% 2.5% 1.3% 0.6% 1.3% 1.3%
輸送・機械運転／運搬・清掃・包
装等 34 23.5% 5.9% 2.9% 17.6% 20.6% 11.8% 17.6% 20.6% 8.8% 8.8% 23.5% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9%
情報システム設計(ビジネス系・
オープン系・Web系・データベース
系システムエンジニア) 249 12.4% 6.4% 2.4% 10.0% 16.1% 12.4% 4.0% 12.4% 2.4% 1.6% 63.1% 20.1% 3.2% 2.4% 3.2% 3.2% 1.6% 2.0%

理系文系

事
務
系

技
術
系

2011年度経済産業省「産業構造変化と産業人材の育成の
あり方について」における職業人15000人の調査

10

2011年 職業人アンケートより
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大学等の研究室の専門分野（男性）

大学等の研究室の専門分野（女性）

企業における業務で重要な専門分野

11

理系女子の問題（男女別の技術者の出身専門分野）

出典：平成２６年度 経済産業省 産業技術調査事業「産業界と教育機関の人材の質的・量的需給ミスマッチ調査」

理系出身男性（n=6,994人）または理系出身女性（n=1,112人）それぞれに対する割合

～女子の化学、建築、生物、薬学、食品がIT系の仕事に流れているの
ではないか？



「孫正義氏『情報立国による新たな成長』
(2010.4.23)より」 12

すべての
産業に
ITが



主な産業の実質GDPの推移

13



2020年に就業者はどうなっているか＜2010年段階予測＞

14

2009年総務省「労働力調査」による実績値、2020年労働政策研究・研修機構推計

＋100万

＋230万

＋13万 ＋13万

＋60万

＋1万

医療・福祉、情報通信業
だけ成長！？

産業別就業者数



総務省「ICTの経済分析に関する調査」（平成27年）より

インターネット関連サービス業は年々増加
（就業者数の変化）

15



「孫正義氏『情報立国による新たな成長』
(2010.4.23)より」

16



17

「孫正義氏『情報立国による新たな成長』
(2010.4.23)より」



18

⇒増やしても世界的には全然足りない



19

「孫正義氏『情報立国による新たな成長』
(2010.4.23)より」



大学時代・高校時代に学んでおきたかったこと

20

学んでおきたかったこと 回答率

1 使える語学教育 39.8%

2 コンピュータースキル 36.1%

3 仕事に関わる知識・スキルを学ぶ授業 28.3%

4
論理的思考力やコミュニケーション力など
を高める授業

26.1%

5
ディベートやディスカッション（を多く用い
た）授業

22.2%

6 大学でしか学べないアカデミックな科目 21.5%

7 海外留学の機会 19.6%

8 グループで議論し進める授業 18.6%

9
企業などと共に、何かを作ったり、課題を
解決したりする授業

16.8%

10
自分の専門以外の専門をサブのコースと
して学べる仕組み（ダブルメジャー・副専攻
の制度など）

15.7%

学んでおきたかったこと 回答率

1 使える語学教育 32.8%

2 コンピュータースキル 30.9%

3
自分で考えて、調査し、作ったり、提案など
をまとめたりする授業

27.6%

4 仕事に関わる知識・スキルを学ぶ授業 26.4%

5
論理的思考力やコミュニケーション力など
を高める授業

24.9%

6
普通科とそれ以外（専門科や職業科等）
の、２つの科の両方を学べる仕組み

22.9%

7
職場体験や職場見学など、仕事の現場を
みる授業

22.5%

8 インターンシップ 20.6%

9 グループで議論し進める授業 20.3%

10 ボランティア 19.1%

大学時代に学んでおきたかったこと 高校時代に学んでおきたかったこと

15000人アンケートから大卒者を抽出（経済産業省と河合塾が2012年調査）

ITに関する知識、スキル
（コンピュータなど）

ITに関する知識、スキル
（コンピュータなど）

⇒IT知識は、論理的思考力やコミュニケーション力、仕事に関するスキルより高い

職業人アンケートより



大卒者が考える「業務に役に立っている高校の科
目」

21

職業人アンケートより

業務で
役に立っている

科目

現
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数
学
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数
学
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文
法

英
作
文

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
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語
ス
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ー
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物
理

化
学

生
物

地
学

理
科
総
合

日
本
史

世
界
史

政
治
・
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済

倫
理

現
代
社
会

地
理

情
報

美
術

音
楽

書
道

家
庭
科

技
術

体
育

総
合
的
な
学
習
の
時
間

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

※1999-2008年における大卒者
その科目を「高校の授業で学んだ科目」であると回答した人に占める
「業務に役に立っている」と回答した人の割合

現代文や数学より
低い

英語の中では
一番高い 「情報」は普通科

の科目では高い



※1999-2008年における大卒者
その科目を「高校の授業で学んだ科目」であると回答した人に占める
「業務に役に立っている」と回答した人の割合

出身高校の種類別
「業務に役に立っている高校の科目」

職業人アンケートより

22
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高校の状況



高校における進路指導に関する調査

高校教員がどのように産業、仕事と学問を考えているか。指導
に当たって、伝えているかについて調査。
■ アンケート回答者の基礎情報
・高校教員（専任）１３００人余りにアンケートを実施。有効回答数５０３人。

運営主体 国公立 私立

（人） 374 129

形態 全日制 定時制 通信制 中高一貫 単位制

（人） 448 45 7 26 15

所属科 普通科 総合学
科

工業系 商業系 理数系 国際・
英語系

情報系 看護・
福祉系

家庭 体育・
美術・
音楽

その他

（人） 326 31 48 32 23 3 4 5 3 10 18

校務 校長 教頭、
副校長

進路指
導主事

進路指
導担当

教務 生徒指
導

１年担
当

２年担
当

３年担
当

その他

（人） 5 20 34 78 106 58 78 62 68 84

■ 経済産業省において実施（調査実施 河合塾）



高校（後期中等）教育の専門領域別在学者比率（平成18年）

出典 Education at a glance 2008,OECD

普通
人文・
芸術

ビジネス
・法律

サービス
技術・
建築

農業
医療・
福祉

情報 その他

ハンガリー 76.3 0.4 3.3 5.9 11.6 1.1 0.8 0.6 0.1

日本 75.4 0.0 7.3 1.8 8.7 2.8 1.1 0.0 2.8

韓国 72.2 5.7 3.1 1.0 14.1 0.5 0.1 3.1 0.2

スペイン 57.5 7.2 9.6 5.1 13.1 1.2 5.4 0.9 0.0

フランス 56.9 0.9 11.2 7.2 16.3 2.0 5.5 0.0 0.0

スウェーデン 44.9 13.1 3.2 5.8 18.8 3.1 6.3 0.0 4.7

ドイツ 40.6 1.4 17.0 6.5 16.8 1.4 6.4 1.8 8.1

オーストラリア 38.4 2.5 16.9 9.5 14.8 2.5 10.9 1.1 3.4

フィンランド 34.6 3.9 10.6 14.1 20.1 3.4 10.7 2.4 0.1

オランダ 32.5 1.5 14.2 11.9 13.8 2.6 18.0 3.2 2.1

「社会人基礎力
育成の手引き」

ｐ．１０

普通科が多く、専門の高校が少ない！

25

⇒日本は普通科→大学を重視するので、
より「情報」は遅れる
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2014年 「42000人の社会人アンケート」と「500人の高校教員アンケート」を通して

「社会人が仕事で必要な分野」と「高校教員が仕事で求められるだろうと考える分野」

工 文
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社会人の実際の出身専門分野

社会人の業務で必要とする分野
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2014年 「42000人の社会人アンケート」と「500人の高校教員アンケート」を通して

「社会人が仕事で必要な分野」と「高校教員が仕事で求められるだろうと考える分野」

文 理 医・看護・福祉 薬 農
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2014年 「42000人の社会人アンケート」と「500人の高校教員アンケート」を通して

機械 電気
物
理

材料 化学・化工 環境 土木・建築 生活 教育情報

「社会人が仕事で必要な分野」とその「出身分野」と
「高校教員が仕事で求められるだろうと考える分野」

教員より実際の分野
の方が仕事に近い

工 文

※出身分野を生徒・学生と考えると、生徒・学生は仕事の分野に近いが、
教員とはずれが目立つ
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教員が仕事の上で有効と考える回答数

社会人の実際の出身専門分野

社会人の業務で必要とする分野

社会人の実際の出身専門分野
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2014年 「42000人の社会人アンケート」と「500人の高校教員アンケート」を通して

「社会人が仕事で必要な分野」とその「出身分野」と
「高校教員が仕事で求められるだろうと考える分野」

「実際の専門分野」
は「仕事の分野」以

上に輩出

文 理 医・看護・福祉 薬 農
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高校教員が進路指導で何を重視するか
「重要との意識」（赤）、「現実の指導」（青）とのミスマッチ

出典： 平成26年度 経済産業省産業技術調査事業 （調査実施 河合塾）
31

仕事 学び 入試 基本力、
成長

自ら調べる
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現在の教科「情報」をめぐる状況・課題など
●教える範囲が広く、また実習や問題解決もできる意味で、魅力的で、可能性もあるか、
逆に負荷も大きい(→教育内容・方法、目標が定めにくい。そもそも時間数も人も足りない)

●必履修ではあるものの、軽く見られがちである。さらに、中学までのレベルも多様である
など、生徒の関心・スキルも様々。(→教育内容・方法、目標が定めにくい)

●SNSの指導などで、生徒指導面も求められる

●さらに電子教科書など、教科全体でのICT活用の動きも活発になりつつある(そのリテラ
シー育成の必要性がとりわけ高まる可能性も)

●社会としてはビッグデータへの注目、ますますのITの浸透など、ITへの期待は高い(→国
際的なプログラミング教育の動きや、2013の『世界最先端IT国家創造宣言』の閣議決定も)

●数学では、データ分析として統計の理論を教えるようになってきた
●『社会と情報』の採択が多い(→データ活用やプログラミング等の要素が薄い)

●社会全体の要請で、高校教育が全体として、アクティブラーニングや汎用力育成志向を
高まっている。(後押しであるが、似た部分も出てくる)

●次の指導要領での科目統合化の動きや、『数理探求』など他教科での動きもある
●大学入学希望者学力評価テストでの出題も示唆されている 等、様々に及ぶ
↓
どんな「情報」が必要なのか



世界最先端IT国家創造宣言（2013.6.14）
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大学からの高校への期待
慶應義塾大学から
◆情報入試で入学する学生に期待する資
質

現実の問題をデータに基づいて理解し、解
決法を論理的に組み立てていく能力を期待
しています。

◆高校の教科「情報」で学び、身につけて
きてほしいこと

単なるパソコンの使い方ではなく、情報技
術の基礎的な概念と情報モラルをしっかり
学んでほしいと考えています。



明治大学情報コミュニケーション学部
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実際に受験した高校生へのアンケートからの
「情報入試」について意見

神奈川県立柏陽高校に協力を依頼。
入試科目になることをどう考えるか聞いてみた
＜『情報の科学』を学び途上の高校１年生＞
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情報入試を
支持する

受験科目に情報含む

情報が入試科目なら、
授業は今より頑張る

受験科目に情報含む

情報は大事な科目
だと思う

情報は社会に出て
役立つ科目だと思う

47.1％

文
理


